
 

  

こんな人がヤングケアラーです 

 

 

足立区立竹の塚地域学習センター・図書館 

ヤングケアラーってなに？ 

近年、「ヤングケアラー」という立場が

様々な場面で注目されるようになり、当

事者の若者たちが抱える困難や複雑な想

いが浮彫になってきています。ヤングケ

アラーを知り、彼らに寄り添うための情

報をまとめたブックリストです。 

 

Adachiちゃりネット 

ヤングケアラー、ステップファミリー、発達障

がい、不登校…。足立区内で多様な子どもの育

ちを見守り、「お互い様」でゆるくつながって助

け合える社会を目指して、様々な活動をしてい

る人・団体のネットワークです。 

ネットを見るならここから 
 

ヤングケアラーのみなさんへ 

子ども情報ステーション 

ヤングケアラーを応援するウェ

ブサイトです。精神科の看護師

＋医師を中心としたプロジェク

トチームがつくっています。特

別な絵本のリストなど、役立つ

情報が満載です。 

日本ケアラー連盟 

ホームページ LINE 

介護が必要な人をケアする人た

ちを、社会全体で支えるしくみ

作りに向けて活動している団体

です。調査研究や啓発活動、ヤン

グケアラー支援法の実現などに

取り組んでいます。 

 

https://adachi-chari-net.jimdofree.com/
https://adachi-chari-net.jimdofree.com/
https://kidsinfost.net/2020/09/19/carer-2/
https://kidsinfost.net/2020/09/19/carer-2/
https://kidsinfost.net/2020/09/19/carer-2/
https://carersjapan.jimdofree.com/
https://carersjapan.jimdofree.com/
https://timeline.line.me/user/_dXs-ugGVQWd1e-Db64qNbZ033sFVQuQXbQVgy-w


 

 

毎日の生活をサバイバルするための

「工夫と知恵」がまとめられた、イラ

ストブックの web 版です。「家の中の

ことをどこまで話す？」「危険な大人

を見分ける」など、本の情報の一部が

公開されています。 

 

 

  

52 ヘルツのクジラとは、同類とは違う

周波数で鳴くため、声が仲間に届かな

いクジラのことです。本作には、若者ケ

アラー、トランスジェンダー、虐待など

様々な困難で傷ついた人々が登場しま

す。その魂の救済と再生を描き、多数の

共感を集めて、2021 年度「本屋大賞」

を受賞しました。 

『52ヘルツのクジラたち』 

町田そのこ/著 中央公論新社 

ISBN 978-4-12-005298-9 

ケアラーの想いを知る物語 
 

中学 3 年生の悠人は、夜の公園で朱音と

出会う。彼女が病気の母親と幼い妹の面

倒を看て、授業や友達との会話について

いけなくなっていると悠人は知る。 

ヤングケアラーの少女と家族関係にわだ

かまりのある少年の恋愛小説です。 

『ウィズ・ユー』 
濱野京子/著 中田いくみ/装画・挿画 くもん出版 

ISBN 978-4-7743-3078-5 

 

 

子どもが自分で選べる情報
読める本 
 
 
『家族のこころの病気を子どもに伝える絵本』  

プルスアルハ/著 ゆまに書房 

シリーズ全 4 冊 

1 巻 ISBN 978-4-8433-4112-4 

 

ヤングケアラーを知る本
は？ 

『ヤングケアラー 介護を担う子ども・若者の現実』  

澁谷智子/著 中央公論新社 

ISBN 978-4-12-102488-6 

 

 

『ウィズ・ユー』 
濱野京子/著 中田いくみ/装画・挿画 くもん出版 

ISBN 978-4-7743-3078-5 

 

ヤングケアラーの経験を持つ 7 人が、 

これまでの生活や感じた思いを自分 

の言葉で綴った本。単なる美談でも、 

苦労話でもない、生の記録です。他 

人の人生を生きることはできません。 

しかし、「家族のケアをする」とはど 

ういうことか、当事者の声から見え 

てくるものがあります。 

 

 

『ヤングケアラー わたしの語り』 

澁谷智子/編 生活書院 

ISBN 978-4-86500-118-1 

 

 

親がうつ病・統合失調症・アルコール依

存症になった際の子どもの心情や子ども

への病気の伝え方、家族全員で病気に向

き合う様子の一例が子ども目線でやさし

く描かれている絵本です。子どもをサポ

ートする大人の方も手に取ってもらいた

いシリーズです。 
ヤングケアラーが、同世代の子どもたち

と同じような機会や経験を得るために必

要なサポートとは何でしょう？ 

日本や世界に先駆けて支援を行うイギリ

スでの取り組み、著者によるヤングケア

ラーへのインタビューなどを紹介する、

理解を深める１冊です。 

 

 

‘悲しいけど、青空の日’ 

親がこころの病気になった子どもたちへ 

ケアラー当事者やその周りにいる人の視点から描かれた物語

です。家族に対する複雑な想い、家庭環境が周りとは違うと

いう孤独感、自分の時間が作れない辛さなど、登場人物の抱

える生きづらさを想像し、共感することは、ヤングケアラー

当事者の内面を知る一助となるのではないでしょうか。 

ヤングケアラーとは、大人が担うようなケア責任を引

き受けている 18 歳までの子どものこと。このことばが

日本で知られるきっかけになった本と、ヤングケアラ

ー自身のことばで綴られた本を紹介します。 

 

生きる冒険地図 

精神疾患の親をもつ子どもに、病気が

自分のせいではないことや、他人に相

談してもよいことを語りかける絵本

の動画です。動画内では実際に相談で

きる連絡先を紹介しています。 

https://www.youtube.com/watch?v=m-JaWohaUsQ
https://www.youtube.com/watch?v=m-JaWohaUsQ
https://www.youtube.com/watch?v=m-JaWohaUsQ
https://kidsinfost.net/kids/adventure/
https://kidsinfost.net/kids/adventure/

